
交通事故状況 警 視 庁

00-0
0名古屋0
0

く
ら
し
の
掲
示
板

区　分 発生件数 死　　 者 傷　　 者

県　下 8,424（-783） 94（+3） 9,886
（-1,056）

大崎町 69（-７） ３（+2） 82（-12）

（  　）内は対前年比
平成26年12月末現在

　昨年１年間における大崎町の交通事故発生状況は、発生
件数および傷者数は減少しましたが、交通死亡事故が３件
発生し、３名の尊い命が奪われました。
　悲惨な交通事故に遭わないために、ドライバーは交通
ルールとマナーを遵守して事故防止に努めましょう。ま
た、夜間は、車のライトをこまめに切り替え、前方をよく
確認して走行するとともに、歩行者は、明るい服装に心掛
け、反射タスキなどの反射材を有効に活用しましょう。

交通死亡事故が増加!!

　

県
最
低
賃
金
が
平
成
26
年
10
月
19
日

よ
り
、時
間
額
6
7
8
円
に
改
正
さ
れ
、

ま
た
、
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
産
業
名　

■
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路

■
電
気
機
械
器
具

■
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

【
効
力
発
生
日
】　

平
成
27
年
１
月
４
日

【
最
低
賃
金
額
】　

7
2
0
円

●
産
業
名　

■
百
貨
店
・
総
合
ス
ー
パ
ー

【
効
力
発
生
日
】　

平
成
26
年
12
月
26
日

【
最
低
賃
金
額
】　

6
9
3
円

●
産
業
名　

■
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

【
効
力
発
生
日
】　

平
成
26
年
12
月
17
日

【
最
低
賃
金
額
】　

7
4
8
円

・ 

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

の
産
業
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該

最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

・ 

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対

し
て
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

お知らせ

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に

つ
い
て

お知らせ

【
応
募
方
法
】　

　

下
記
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ハ

ガ
キ
、
封
筒
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
以
下
の

宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
必
要
事
項
】　

■
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年

月
日
、年
齢
、職
業
、住
所
、郵
便
番
号
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

■
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か

け
（
具
体
的
に
記
入
）

■
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ
れ
た
理

由
（
１
０
０
字
程
度
）

※ 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に

従
い
、
適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。
な

お
、
一
度
送
付
い
た
だ
い
た
申
込
書

は
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
募
集
期
限
】　

　

２
月
27
日
（
金
）【
当
日
消
印
有
効
】

【
発
表
】　

■
選
考
結
果
は
、
平
成
27
年
３
月
下
旬

頃
、
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
応
募
先
】　

　

〒
８
６
０
‐
０
０
８
１

　

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号

　

九
州
森
林
管
理
局　

企
画
調
整
課

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

九
州
森
林
管
理
局

　

☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
３
５５
１
１１

【
募
集
人
数
】　

　

40
〜
60
名
程
度

【
依
頼
期
間
】　

　

平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
３
月

【
依
頼
内
容
】　

■
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
匿
名
に
て
公
表

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
提
言
な
ど
の
報
告
、
弊
局
広

報
誌
へ
の
投
稿

■
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
年
１
〜
２
回
、
希
望
者
の
う
ち
一
定

数
）

※ 

弊
局
の
広
報
誌
な
ど
、
国
有
林
に
関

す
る
資
料
を
定
期
的
に
お
送
り
し
ま

す
。

【
応
募
資
格
】　

　

九
州
・
沖
縄
８
県
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

の
方
で
、
森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林

に
関
心
を
有
す
る
方
。

※ 

国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地

方
公
共
団
体
の
長
お
よ
び
国
家
公
務

員
は
除
き
ま
す
。

※ 

既
に
国
有
林
に
つ
い
て
多
く
を
ご
存

じ
の
方
（
例
：
国
有
林
Ｏ
Ｂ
、
業
界

関
係
者
、
森
林
林
業
担
当
の
自
治
体

職
員
、
国
有
林
に
陳
情
な
ど
の
活
動

を
さ
れ
た
方
な
ど
）
は
、
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
年
、
大
隅
地
域
の
保
健

お
よ
び
健
康
増
進
を
推
進
す
る
目
的

で
、『
県
民
健
康
講
座
』
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】

　

２
月
28
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

【
場
所
】　

　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー　

健
康
科
学
館

　

鹿
屋
市
札
元
１
丁
目
８
‐
７

【
内
容
】　

■
講
演
テ
ー
マ

　

知
っ
て
お
き
た
い
『
が
ん
治
療
』

①
が
ん
と
放
射
線
治
療
に
つ
い
て

　
　

放
射
線
科
部
長　

熊
谷　

雄
一

②
が
ん
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
師
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

正
和

③
〜
た
ば
こ
の
常
識
〜
ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？

　
　

鹿
屋
増
進
セ
ン
タ
ー
事
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
田　

貴
子

④
そ
の
他

　
　

 

血
圧
・
身
体
測
定
、
服
薬
指
導
、

栄
養
指
導
、
健
康
相
談
な
ど

【
参
加
費
】　

　

無
料
（
申
込
不
要
）

　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
9
9
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

『
県
民
健
康
講
座
』
開
催
の

お
知
ら
せ

お知らせ

問

問

問

広広報報報報広報広広報広報広 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおさきさきさきさきさきさきさきさききききさ 2222222222220010000101010001110 55.55.5555 222222222 22222222222222222222222


